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イブン＝ホルダーズベの『諸道と諸国の書s

竹 田 新

互b臓Khurd譲dhbih’s　Kitぎb　a1・Mas歪hk　wa　I－Ma瓢alik（The　B◎ok　of　Ro砥es　a蝿Ki簸gd◎撫s）

Shin　TAKEDA

　　The　Muslims　deve至oped　two重ypes　of　ge◎graphy：◎鍛e　mathe鵬atical　aRd　the　other　descτiptive．

Ki糖b　a1・Mas灘批wa　1・Mam夏1ik　is　a斑ong　the　ear韮圭est　works　of　the　latter重ype．1重was　c◎1np護ed　by

Ib蕪Khurd2dhbih，　a麓◎f猛cial◎f　the　Post　and　lntell韮gence　Department　of　the‘Abb琶s圭d　Calipha重e，

on　the　mode至of　Pahlav圭geographical　trea重圭ses．　It　gives　an　outl拠e　of　the搬ajor　h量ghways　which

c◎獄nected　the　vari◎us　pr◎vinces　of重he　Is蓋amic　w◎rld　as　we1韮as　a　brief　descrtption　of　each

prov圭nce．　　1重　also　co難tains　s◎me　references　to　non－lsla搬ic　regi◎漁s　includi登g　the　Byza無重圭ne

Empires　and　the　Far　East　The　description　of　the　four　most　imporね厩high照ys　and魚e　stations

thereO鴛iS　eSpeCia穀y　de重a圭1ed。

　　An◎utsねnd撫g　work　of　topography　througho厩the　Islam圭c　and登o鷺，lslam圭c　woごlds　i簸the

9£hce職加ry，厳）n　Khurd互dhbih’s　a1－Mas融wa　1・Mam灘旗ga圭ned　a　w圭de　circula重ion　and　had　an

impor重an重influe簸ce　upo録many　Muslim　ge◎graphers　in重he　later　years，

1

　イスラム地理学は，「諸道と諸國の学」，　「国々の奇事の学」．「経度と緯度の学」に分か

れる。主体になるのは第1のものであり，9世紀中頃にlbn　Khurdacihbihイブン：ホルダー

ズベが著したK．al－Mas諒k　wa　l－Mamalik律諸道と諸國の書譲がその最初の作品と考えられ

る。

　本稿ではこの地理書を取り上げ，諸道の記述を中心にその内容を紹介してみたい。

王H

　イスラムの勃興とその発展により，アラビア半島周辺に限られていた地理的知識［古詩・コー

ランなどに見られる］も拡大の一途を辿り，7世紀中頃には菜はKhu∫琶s灘から薦はBarqa（キ

レナイカ）までの地域に及んだ。更にウマイヤ朝時代になると，barid（駅逓鋼度）が整えられ，

各地のより詳細な情報が手に入るようになった。そして地理的知識の範囲も，東はM蕊War駐・　an一
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Nぬr（ドランスオクシアナ）・as．S擁（インダス流域），西はal・Anda韮us（南スペイン）・al・Maghrib

（北アフリカ）と3大陸に広がつた。

　こうして集まった知識・情報は，各征服地の長所を描いた報告£ad謎となって結実，7世紀後

半にはこのfad蚕’ilが盛んに記され，本格的な地理書を生み出す下地を作った。

　アッバース朝時代になると，農業と商業に力が入れられ，帝国の物質的繁栄を支えた。ムスリ

ム商人の活動は，東はas・§inシナ，西はa1－AndalusからIfranjaフランク，北はBulghdr（ヴォル

ガ中流域）からar．Ras（南ロシア），南はaz－Za切（東アフリカ沿岸）までに及び，彼らから日々

新しい情報が入ってきた。また，ムスリム問のアラブ・非アラブの差鴉が消えてゆく中で，遠隔

地からのメッカ巡礼が盛んになり，地理的知識は増える一方であった。

　更に，帝国の物質的繁栄は学術の発達をもたらした。カリフa玉・Mansgrの時代（754－74年）

から古代先進諸文明の摂取・同化が熱心に行われ，カリフa1－Ma’　man時代（813－33年）には「知

恵の館」でPtolemaeus（168年頃没）の天文書・地理書ほかの翻訳活動が一層進んだ。その結果，
　　　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　　　　　　　　　2）
7天7地説・2大海説［共にコーラン］・大地鳥形説眠間伝承］といった伝説的な宇窟観・世界

観は，学術の世界では次第に片隅に追いやられていった。即ち，a1Kh鷺w甜z面（847年以ぞ麦没）

のK．S激at謡一Ar¢「大地の姿＄　［Ptolemaeusの地理書に基づ〈］や滋一Faτ9h蝕f（861年以後没〉のK．　al－

aa£ak互t　a　s－Sam巨w1yat　wa　Jaw琶mi‘蟹m　a籍Nu茜瓢薪天の運動と星学集成の書s［ft◎1emaeusの天文書

に基づく］などの数理・天文地理書の出現により，大地は丸く，宇宙の中心を占め，不動である

という？tolemaeusの説が，7天7地説を組み込む形で採用されることになった。

　こうした中で，地誌的地理書も現れ始め，IbR　a1－Kalb　i（820年頃没）がK．　al・‘勇ぎib　aLArba‘

『4奇談集』など10篇を著し，al－」崩z（869年没）も2adぎ銭を取り入れたK．　al－Buldiln　ge　eq々の書2

ほかを物した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨユ
　そして，本稿で扱うイブン＝ホルダーズベの「諸道と諸国の識が登場してくる。これは

Qudama（932年以後）のK．　al・KharEj　wa　＄an‘at　al－Kitabale＊il税と書記術の書sやa1・Jay埴nf（942年没）

のle諸道と諸国の書sなどと共に，　bar鐙又はmas就k（道程）・kha痢　（租税〉・thughU　r（辺

境）の情勢という行政の3大テーマに重きを置いた実用本位の，いわば行致官の必携書である。

　それ故，儲道と諸国の学」の始まりを，地誌としてのまとま｝）を見せるa1－Ya‘q嚢誠（897年没）

　　　　　　　　　　　　　　の
の「国々の書』とする意見もある。10世紀に入ると，この地理学はal－Balk頃　（934年没）・のK．

§uwar　a1－Aq烈㎞「諸地方の図2以下，・a1－1睾書a㎞rf（951年以後没）と玉b箆耳awqaH　977年以｛愛没）の

両『諸道と諸国の書』・aLMugaddasτ（1000年没）のK・　Al｝san　at－Taq護sfmff　Ma‘rifat　a1・Aq51im

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨを
儲地方の知識に関する最良の分類の謝と体系的な地誌を生み出し，その最盛期を迎える。

　これら官吏・学者の地理学に対し，第2の地誌的地理学「国々の奇事の学」はad至b（文入）の

地理学と呼ばれ，教養のためのものである。lb　n　al－Kalb　fと盛∫碑堵の書からIb　n　al－Faqth（903

年以後）の鯵国々の書3を経て，10世紀にはa1－Mas‘Udf（956年没）のK．　MurOj　adh・Dhahab　wa

Ma‘adin　al－Jawhar　lf黄金の牧場と宝石の鉱臨ほかへと発展してゆく。この地理学には，作者未
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詳のA簸嫉ra寧一翫n　wa田ind　fシナとインドの情報3（85i年）とAbU　Zayd（916年以後没）による

その『補編s，　ibn　Faq1En（922年以後没）によるBulghirの『報告s，AbB　Dulaf（942年以後没）の

K．‘A｝ぎ圭bal－BuldEn『国々の奇談集s　，Buzruj（953年以後没）のK．‘AjE’　ib　al－H加d　Yインドの奇談

集誘などの見聞録も含まれる。

　最後に，数理・天文地理学「経度と緯度の学」はその後a1－Ba重t肋f（929年没）のaz－Zij　a§一舞b資

fサービア天文表3を生み，11世紀のtbn　Yitnus（1009年没）によるaz－Zfj盛輝k圭mτa1《abτr

『ハーキム大天文表講やa1－Bfrgnf（lo48年没）によるK．　a1－QEnttn　al・Mas‘udi　fi　1・Hay’at　wa　n－

Najit　m『マスウード天文法典2更にはaz－Za噸1T（1087年没）編の∫a面w鍵Tulay餌a『トレード表2

などへと繋がってゆく。

　以上，イブン＝ホルダーズベの地理書が生まれるまでのイスラム地理学の歩み，及びその後の

黄金期［地誌的地理学lot一紀，数理・天文地理学11世紀3に至るまでの流れを概観した。

III

　イブン＝ホルダーズベの名で知られるAbu　1－Q議sim‘Ubayd　Ali蝕は820年頃Khur互s融に生まれる。

祖父ホルダーズベは，アッバース朝の宰相Baτmak家の要請でゾロアスター教からイスラム教に

改宗したペルシア入であt），父はTabaris掘聡（カスピ海南岸）の知事を務めたことがあった。バ

グダードで文芸の教育を受け，窟吏となる。al職b灘（メディア）の駅逓周長を務めた後，バグダ

ー ド及びSur餓M蝕Ra’言サーマッラーで駅逓業務に携わる。カリフai・Mu‘tamid（在位870－92年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
の愛顧を得て宮廷サロンで活躍，大宮入の教養書数種を著す。没年は885年頃とも912年頃とも言
　　アき
われる。

　彼がアッバース家のアミールの依頼により執筆した『諸道と諸国の書壽は，駅逓窟としての豊

冨な知識を基に，官庁の公文書を利用してまとめたものである。初版は846年頃，増補改訂版は
　　　　　　　　　　ぬ
885年頃とされている。

　完全なものは伝わっておらず，本稿ではMJ．　de　Go〔オeがB圭bliothecaGeographorum　A£abicorum

第6巻として出版したもの（Leidefi　1889年）をテキストに使用する。他にC．　Barbier　de　Meynard

がJourna1　as圭atique第5巻6号に掲載したもの（Paris　1865年）がある。

　本書は7部からなり，1部は大地の特質［Ptolemaeusに基づく］と各地住民のqibl　a（礼拝方角）

［北から右回り］について略述する。2部は「a1－‘1盛qの中心」as．Saw嚢d（南メソポタミア）に

関して，耳ulw勧・Kaskarなどその12kUra（地方）が含む㌻ass司　（地域），各重ass勇の見積1）［rust．

Eq（地区）・穀倉・小菱・大麦・銀貨L各時代の租税［Qa擁dhから‘U鶏ar　b．　a1－Kha重Sabを経て

　　　　　　きレ
al・Hajj　Ejまで，単位d紬am銀貨］を記す。最後にペルシア中心の世雰の王達とその称暑に言及す

る。
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　3部はa1－Mashriq（東方〉の情報である。Khur護s知の4管区に続いて，先ず（1）「平安の都」（バグ

ダード）からMarw・Khu廊融の果て：ash・Shtish（Tashkand）・at・Turkと，　Farghanaへの道，

及びai－Jaba1の諸k登ra［瓶sab34h漁゜MihrajEinqadhaq　・ad・Dinawar　．　Nj殖wand・Ha魚adL融・

Qu㎜］とad・D勲warの鰍，　IlbahEnの諸msta頃Q繍・Qumra・S窪waほか1と鰍，

NaysibUr・Bukh激a・Samarqandの各都市圏［諏wayn・Bayhaqなど，Karm　ihiya・Firabr　1まか，

ad－Da塊siya・Kiss・Nasaf・Khujandaなど］，　at－T魏鱗uzghuz可汗の町と住艮［12鉄門・Za殖d圭磯a

（マニ教徒）］・a玉，A圃（（チュルク諸部族）［a1－Kfm激・alGhuzz・ai・B晦n激ペチュネグ・aも

Turkish・K葱f奮h詠hキプチャク・K藪rkhf乞キルギス・al・Kharlukhなど］・F蕊r葡（Utτ蚕τ）の町［ムスリ

ムとa韮・Kharlukh双方の駐屯地1，更には（2）Marwからa§一＄agh勧iy蝕やTuk擁rist諭への道，‘Abd

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆく
Alliih　b．τ狙rに委託のKhur巨s臨以東211－12年［ヒジュラ圏の租税，　Khuras激・蝕Mash殉

諸王の称号，（3）a1・Mas1痴q道の宿駅について記録する。

　次いでa王・Ahw言z（ホズィスターン）の諸kgra［SOq　ai－AhwEz・Ri［rn　Hurmuz・fdhaj・‘Askar　Mu－

kram・Tustar・as－SBsなど〕と租税，（4）S斑a1・AhwazからFtirisへの道，　F蚕risの5　kUra：Sh茄z

のArdash　rr　Khurra・SabUr・1§lakhr・Dar飾jird・ArrajEinの各rustEq［」敬・Tawwaj・Srr義fほか，

an・Nawbandajiln°K蚕zir豆n°Dast　B激漁’D灘h魚ほか，　a1・Bay車，。ME’fn・Abarqghほか，Fas盃゜

Nrr；z・Fu麺・TErumなど，　Rfshakr・Furzukなど1と（4’）Sh砿zからの距離，　F盃risのai・AkrEd

（クルド人）野営地，F甜sの租税，（5）Shfr5zからKirmlin　’　Sijistanへの遵と爾州の町々［蹟威・

as・S蠣おなど，　Zaranj・ai－Qar面｝・ar・Ruk　hkkhajほか〕，（6）Sh擁zからNaysEb5rへの遵，（7）Sh琵

醜からDarabjirdへの道，（8）琳a㎞rからas－S賞再諏以遠への道，（9）al－Fahrajからas－Sindへの道

とal－MUltan［黄金館の辺境］，as－Sindの地［　MukrEn　・al－Qa磁a埴r・Qu§dar　・Qa鍛d飾霊・Fannaz一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まり
b激’ad・Daybul°Kanb互ya　・Sad種sEn　・al・Multlin　・　SindEnほか］と租税，　al．Bahlawrパハラヴ（

一入の地［ar・Rayy・Isb　a猿n・Qazw鎗・Za頭n・ad・Daylamなどとa王一Jaba玉］とQazwTnの租税，

（10）al・Ahw互zからISbahafiへの道，（11）F甜sからISbahanへの道，（12）i寧bah勘からar－Rayyへ

の道，（i3）Baghd記からa1－Ba降への道，（14）Surla　Maa　Ra’互からW護si重への駅逓道とVVtisitの入頭

税・a玉．Ba睾raの救貧税，（15）al・Ba寧raから‘UmEnへの海岸道の記述が来る。

　最後に（16）al－Ba婁raから‘Adanへの海路と大東海（アラビア海）［龍誕香・各種の奇魚］，（17）a1・

Basraから東方へのFEris沿海路とas－Sindの物産〔コストス・籐・竹］，（17’）al－Hind航路［Muiay

の胡椒］，Sarandrb（セイロン）［アダム峰，各種の宝石と香料］・ar・磁瓢f島［オランウータン］・az・

Zabaj（シュリービジャヤ王国）［龍脳］，（i7”）as・S1h航wa　［　a　lankab盃1its（ニコバル〉島の鉄交換，

JZbaEEの仏陀崇拝，各種沈香1，及びai－Hind諸王［　al・BaharE以下，禁酒とQimErクメール王以外

の許姦，巨象愛好，QimarUn（アッサム）の犀角］・az・ZEbaj王［　ai－Maharij，黄金と闘鶏ユ，　al・

Hi　ndの町々［Q鋤dah激・Qas㎞1｝など］，as－Sぬ［港は大河々li：1，300の剛・a1－W鱗w範1黄金1・潮の

干満・ash・ShflE新羅［別天地1，東海の物産［a婁・＄魚の絹・購香・鞍・陶磁器・肉桂・高良蕪，　aL

W慾w鱗の黄金・黒檀，a1・Mndの沈香・霞櫨・龍脳・各種香辛料・椰子の実・織物・象，　Sarandth

90



の各種宝石・真珠・金醐砂，MulayとSindlinの胡椒，　Kalaの錫南方の蘇栃木・弟切草，　as・SiRd

の物eeJ　］　’　ai　－Yam　anの物産［縞織物・龍誕香・うこん］　，　a玉一Hindの7種姓［ash・Sh歌thar取a・al．Bar＿

灘ma・al－Kusatriya・ash・Sh嚢dr雰a・al・Baysh；ya・　as・Sand歪1；ya・adh。Dhunb　lya］と妖術について

描写する。

　4部はa1－Maghrib（西方）の情報である・先ず（18）F平安の都」からa1・Fus鮮・al－Maghribへの

道，及びD圭頭rM瞬ar・a至・Fu語tユーフラテス‘ama韮（地方）・al－Khabar・Qi㎜asr驚とal－‘Aw巨s㎞・

耳im寧と海岸地帯・Dimashqダマスカス・al－Urdun箆ヨルダン・F且as撫パレスティナ・MiFr（エジ

プト〉の各地［ar－Raqqa°耳arr互R°ar－Ruhi’SumaysEtほか，　QarqfsiyE　・　Hft・a1・Hadfthaなど，　as－

Sukayr・‘A癒擁葺ほかの911，　Sarm　fn・HalabほかとManblj・Antakiya・8離s・ar・RusEfaなどのk敬a，

翠am翫゜Shayzar・Kafart　Eb・海siya’Salam敬a°Tadmurほかのiqllm（地域）及びal・Liidhiqfya・

Jab　a玉a　’A填afs蕊ほかのkUra，　a茎・Gh91a　・Ba‘1abakk・TarEbulus　・Bayr蔵・＄aydZ　・a1－Bathanfya　．

翠awrEn（主都Bu§r蚕）・a1－Jaw1灘・al－Balq互’（主都‘Amm護益）・al・Ghawr・Jibil・ash－SharAtなどのkUra

やiq1撫，　Tabarfya’Baysgn・‘Ak掩・、Qadas’＄arなどのkura，　ar－Ramla・Iliy盃翼騨ちBayt　aレ麓aqd五s

（イェルサレム）・Y証護・Qaysariya・N動ulus・‘AsqaiEn・Ghazza・Bayt　JibrTnなどのkrtraと

「奥い湖」（死海），a1・Fayy資m・Ahn5s・Taha・al－UshmEnayn・SuyUt・a1・Bahaasか茎khmfm・H通と

Qin蚕・Qift・Is語・Usw匪n・ai・lskandarrya・al・Qulzum・Kharbi振・Sak紘。】匪（hn5とRash滋。Tin：

nis・D㎞y韓・al－Faram互・TarnBt・Sh碑磁f・Damfr縦ほかのkitra］と租税［Qinnasr魚とal・‘Aw巨寧i魚

以降の一単位d瓶琶r金貨，Misrはファラオからウマイヤ朝・アッバース朝の時代まで］，Agh至ab朝・

Rustam　eq・ld醜朝・（後）ウマイヤ朝などの領地［al・Qayraw融・Q盃bis・Qafsa・T願usほか，丁曲麟

ほか，Tilims鶏・Tanj　a・Fお・Wa玉菰ほか，　Qur輿ba・GharnEtaグラナダ・Arb甑aナルボンヌ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの
Tulay事ula・Saraqustaサラゴサなどa1－Andalus　］，　al・Barbarの各地［Haww蕊ra・Zanata・§anh司a

・Kut5ma・Mas搬掘aほか］とその騰史，西海の物魔［各種奴隷・海狸の皮・珊瑚12闇海

［　Tgliyaトウーレ，「幸福の島々」（カナリア諸膓）1，大地の区分について記載する。

　次いで（19）BaghdgdからaLMaw興経由ar－Raqqaへの道及びal－MawFg・1）iy互r　Rab　l‘aの各k疲a［Ta－

kr｝t・as・S魚烈゜al－￥adfthaほか，　Nas嚢）血・Arzan・Amid・Ra’s‘Ay職。Mayy凝夏riq瓶・Balad。S垣3巨r

など1と租税［単位dirham銀貨］，（20）NaSlb　inからArzanへの右遵，（21）Amidかちar－Raqqa

への左道，（22）BaladからS珂激・QarqisiyEへの左道，（23）ar－Raqqaからal・Jazira（北メソポタ

ミア）辺境への道と辺境各・地［　Mala書iya　’Zibatra・a1一恥dath・Mar‘ash・Kamakh・1鞠n　Ma囎激

など］，（24）‘Ayn　a£－TamrからBu§rxへの遵，（25）al－　Jazfraから海岸への道，（26）ar－Raqqaからar－

R瞬fa経由獅mS・Dimashqへの道，珪m§からBa‘labakk経曲D㎞ash儀への駅逓道，（27）al－K登fa

からDimashqへの道，（28）厚alabからash－Sha’m（シリア）辺境への宿駅と辺境周辺［‘Ayn　Zarba

・ a1・H欲葛n了ya・a1・KanTsaなど］，（29）「安全の隙路」（キリキ・ア隆路）からa茎一Qus弊燐撫至yaコンスタンティノ

ー
プル海峡（ボスポラス海峡）への道，（30）al・Badhand“n（Podandos）からの別道と海峡［a1－Khazar海

　（黒海）からash・Sha’m海（地申海）まで1，　ar－R雛m（ビザンツ）の帝都［細拠iyaローマ・Niqu一
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mEdiyaから］a1・Qus書an1lnlya［各種の城壁，　i　eoの門，8000名の守備隊］，　Tar互giyaトラキア・

MaqadUniyaマケドニア・a王一Ubs殉オプシキオン・Tarqasisトラケシオン・an－NEtulgsアナトリコ

ン・a1・Arminiytiqアルメニアコン・Sa海qiyaセレウケイア・al・QabEduqカッパドキアなどar－Rgm
　　　　　　　　　ユヨラ
の14‘ama王　［　al・Jarmlによる，位置・城塞〕と「ar・Raqimの持主達」［カリフal－W翫hi儀派遣の占

　　　　　　　　　　　　エむ
星衛師Mu加m組ad　b・M冠s互が報告］，　ar－Rffmのユ2貴族［al－Q鷲s舞再了痕ya　6名，‘Am鎚叡iya

（Amorion）・Anqura・a1－Arm掘頭q・Ta盃曝ya・S圭qglfyaシチリア・Sard麗ya各1名1・皇帝1非世襲

制，紫衣・赤靴］・兵隊，「安全の隆路」からar－Ra（lim峡谷への旅，　ar・Rffinの税欄［200　mudy（ブッ

シェル）に毎年3　din　Er，収獲物iO分の1税・人頭税・炉税］兵剃［兵籍簿120000名，10000－5000

－
1000－200－40－10名単位］，ar・Rff　nの鵬々［Q登bmsキプmス・Iqr奪shクレタ・SiqMiyaなど］・

将兵の給与・競馬，（31）Lu’lu’aからの左道，（32）「安全の隆路」から‘AmmEriyaへの道，　R冠面ya

の獺と嚇b（奇事）［2轍壁，円柱ほか黄銅造物種々の教会］，世界の4寧ibこ・㎞・b．盛・謬

による，a王・lskandarTyaの燈台ほか1，（33）a1－Maghrib道の宿駅，海岸のar－RUm廃櫨都市〔Q斑璽ush・

Sabas㌻iya・Sa1敷詳yaなど］などについて記述する。

　5部はa1－∫ar嫉（北方）の情報である。a1・Jarbfの領域に続き，（34）AdharbayjEn・ArmTniyaへの

駅逓道，及びAdharbayjinの町々・諸τust鐙［a王・Mar59ha・a1－MiyEnij’Ardabil・WarthZn・Sfsar

。 Barza・Tab頁z・Marand・KhuwT・MUqEn・Barzand・Urmiya・Salmis・ash－Sh了zなど］，（35）

ad・DlnawaτからBarzandほかへの道と入dharbayjanの租税［単位dirh蹴銀貨］，（36）M晦am搬ad

b．琴u撮aydの辿った道，（37）Arminiyaへの道及び第1～第4Armrniya各地［Arτ勧・Ti餓s・

Bardha‘tr・a1・Bayla頃n・Sh圭rwanなど，　Jurz血グルジア・a玉一Lakzなど，　Da肪1。NashawE（Nakh＿

chivlln）など，　Sh㎞sh群・Khil2S　’Q盃i憩a嬉（Erzerum）など〕とその歴史，　a圭・Qabqカフカスの「諸

門」とモーセ物語（al・K｝｝i4r　］及びA撫1niyaの租税，（38）∫u巧勘～Kha廊埼問の道とa1－Khazar

の町々［Kham均など］及びa1－Bab（Darband）の後方［as－Suwar’al－1．a－n°as・Sarirなど1につい

て述べる。

　6部はat－Tayman（南方）の情報である。呼安の都」の収入に続いて，（39）呼安の都」からal－

Mad魏aとMakkaへの道，及びa1－Ma磁naの歴史と属地［TaymE’・恥ma・D捕a1－Marwa・W記τa1－

Qu癒・Madyan・aL耳adlqa・as－Say琶1aほか］，（40）アッラーの使徒（マホメット〉の聖遷遵，聖域の

境界と聖堂・神殿，Najd・丁漁maのMalcka諸mikhlaf（地方〉〔　at・Ta’if・NajrEn・Qam　a1－Manazll・

‘Uk邸・Tab石1a・JuraSh　・as・Sa戯ほか，‘Asham・Bayshなど］，（41）Makkaからa書・丁翫，　ifへの2道，

（42）Makkaからa1・YamanへのL“，　al・Yamanの諸mikhlaf［＄an‘E’・Sa‘da・KhayWXn・Khaw1灘

DhT　S晦aym・SudE・Ma’rib・琴aCramaWt・Dhimffr　・‘Adan　AbyaR・ath・Thujja・a1－Janad・BanE

M’ajid・ar－Rakb・Zabfd・R圭ma‘・Alh6n・Jub海nほか1と（42t）§an‘a’からの行程，（43）＄an‘ガ申

心の宿駅とa玉一Yamafiの3管区［a1－J鋤ad・San‘ff’・琴aサra搬awt　L　a玉一Yamanの建造物［刻文］，（44）

雑asl圭d　Sa‘dからa玉一Basraへの道，（45）al－Ba§raかちMakkaへの道，（46）al－Ya懲融aからMakkaへの道，（47）

‘Umbnから鍛akkaへの海摩道，（48）Khaw1翫D絃S瞬ay狙からMakkaへの道，（49）MisrからMakkaへの
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道，（50）D㎞ashqからMakkaへの道〈5王）a1－Ba＄raから盛Ya頭maへの道，　a1－Yam竃maの属地［　lja3r　’

a1・‘Ir4・a1－Majazaほか］，a1－Balyaynの村々［a1－Kha讐・al・Qa重if・Hajar・JuwzthEほか〕，（52）a1－

YamEmaからa1－Yamanへの道について叙述する。

　7部は先ず帝国の駅逓［930駅，年費159100毒頭r3，滋・Yah冠d（ユダヤ入）ar・R霞d埴niya商人の路

［Fi・anj・一’　al－F・・ama　．　ai－QUI・um→al・Jar°J・dd・→・s－Sind　・　al一琢・d・・§－S晦・Fi・a・1・今鱒一

雑ya→a1・諮b圭ya→Bagh砿d－＞a1－Ubulla今‘Um蝕’　as－Sind・a1－Hind・a睾一＄rn］　，　ar・　REs商人の路［Sa一

璽1abaスラヴKアの果て→ar一㎞｛海（地中海）・Tanays（ドンとヴォルガ）今Kham燭→」呵顧海（カ

スピ海）一〉　Baghd互d　］，彼ら（ユダヤ商人）の陸路〔al－Andalus・Fira燐a→as－S看s　a1－AqSE　■　Tanja

吻If實頃ya→Mi§罫→aτ・Ramla→Dimashq→al－K百£a→Baghdiad　一〉　a1－Ba寧ra→a1－Ahw百z→F夏ris→

Kirm掘ゆas－Sind→ai・｝lind→a§一＄n，恥miya後方ゆKham埼→」瞬翫海→Balkh・M夏Waf窪’an－

Nahτ　’〉　Tughuzghuzのwur厩ユルト→a睾一STn　］，居住地の4部割晒：Ar覆狛一ロッパ，南：L＃biya

リビア，東：蓬ty藏yaエティオピア，北：夏躍蹴iy馨スキテKア］について記す。

　次いで大地の‘aj亘’ib［ar・R嚢mのa玉一Mustatllaやai－￥ij：z・a韮・YamaRの雨，盛Anda圭鷺sの禁開の館と

王ロドリゴ］，自然界の4分類［空気・火・大地・水など］，建造物の‘aja’圭b［1糠丁田血の解放奴隷
　　ミの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

L蝦u’の書記が語るピラミッドの発掘，‘Ayn　Shamsの円柱，　ar・R嚢mの教会建築］，　Y街司ゴグ・

M再耳1マゴグの堰の特質［a1・W灘h圭q派遣の通訳Sa魔mが探険報告，往路：Surra　Man　Ra室→A㎜頽iya

→as・Saf三r・al－L翻→a1－Khazar　一〉，復路：ゆ　al－Lub　uブゆ（下N登shajan）→　SamarqaRd→Isb華b→

Us磁shana今Bukh竃掘一か丁圭rmidh→Nay訟塊τ吻ar・Rayy→Surra　Man　Ra’夏］，国々の自然の‘aj匿’ib

［at－Tubbatチベットでの喜笑ほかa1・J卵多の弓棚，ペルシア各地の魚嘩’瑚，水の変化の‘ajE’ib，山

岳の‘ajti’ib［a1・‘麺連峰L　Kisr紙ペルシア皇帝）の関所，河川の水源と流道［Jay癖n（アムダリ

ア）・醗h融（インダス）・盛Fu顕t・Dijla（チグリス）・Misrの（an－）Nilナイルほか］，Jay癖盤流域と

Kh曝a1馬［a1・瑛rith　b．　Asadの息子の馬飼いが陳述］，その他の　‘aja’ib　［K圭ss後方の連山の

雪及びその泉の精達と羊飼い，Ibn　al－KalbTから引用の下a1・Fa塒aの町々1について言及する。

V

　　諸道の記述を再現する。

（1）Baghdad－－4翌ユan・Nahraw翫一一4－～1）ayr　BEzam護一一8－－ad・Daskara－－7－－Ja1報百一一7－－

Kh歪niq鶏一一6－－Qa§r・Shirin－－5－一恥1w査鍛…4－M互（tharwMast6n－－6－－Marj　a1・Qal‘a　一一4－－

Qa§r　Yazid－－6－一　az－Zubayd茎ya－－3－－KhushkErrsh－4－－QaSr‘Amr－－3－－Qarmrrsin－－9－－

ad－Dukkan－－7－－Qa§r　a1・Lu§6S－－7－－Khund互dh－－3－－Q．18｝al－‘AsF－5－一｝至amadh翫一一5－－

Darunaw匪一一5－－B嚢za！｝錘註d－－4－－Zarah－－4－－Tazra－－4－－al－As百w圭ra－－3－－B嚢stah。

R窺dhah－－4－－Daw慧d・ab琶dh－－3－－SasanaくiTn－－4－－Darwadh－－5－－Sgwa－－9－－Mushkgya

－－
8－－Qustgna－－7－－ar・Rayy－－4－－MufadCa1－a擁dh－－6－－K葦sib－－8－－Aftfdhin－－6－一

譲一Khuw琶r－－7－－Qasr　a1－M澁一一7－－Ra’s　a1－Kalb－－8－－Sim頭餓～－9－－Akhu費n－－8－－Qumis
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一一
7－－al・E｛addEda－－7－－Badhash－－12－－Maymad－－7－－HaftakaRd－－7－－Asad・abゑdh－－

6－－Bahman－ab乱dh－－6－－anN豆q－－6～－Khusrawjir（i－～6－一耳usay熱一ab籔dh－－5－－S註！ikardar

－－
5－－Biskand－－5－－Nays疑bnr－－4－－BaghTs－－6－－al－ljamrぎ一一5－－丁冠s　のa麹糠就haqqab

－－5－－an・漁⑳一ひ一Mazd置撫一一8－Abklna－－6－－Sarakhs－－3－－Qa§r　a簸一Naifa卜一5－－

Ush重u㎜agh亘k－－6－－Talis樋鍛a－－6－－ad－Dand蒼naqEn一つ一一Ya蝿｝量rd－－5－－Marw　ash・Sh竃璃蓉n，

　Qasr　S董宜面一一2－－D三zkur百n－－18－－Shahτaz嚢r，　ad・Dukk百n－一一一M亘dhara難一一一一NihEwand

－一一→1寧bah百血，　Hamadhdn－－40－－Qazw熱，　ar－Rayy－－27－－QazwTn－－12－－Abhar－－15－－

Zanjan

　　　M鍵w－－5－－Kus㎞嚢han－－6－－ad－D了w訪一一6－－a韮一Mamsaf－－8－－a1－Ahs窪一一3－－Bi，　r

‘UthMAn－－8一㎞撮一1－Nah醐㎞岸一1－－Fi画一一6－－Hisn　U㎜Ja‘far－6－－

Bayka亘（i－－2－－BukhErff壁門一一15－－M言stin－－L5－－Bu㎞盃癒一一4－－Shargh－－3－－Taw言wTs

－－
6－－KgkshEbaghan－－4－－Karmin圭ya－－5－－a｛ま一Dab嚢siya－－5－－Arbinjan－－5－－Za㎜勧一一

5－－Qa§r‘A韮qama－－2－－Samarqand－～4－－B盈kath－－4－－Kh“s臆fagha葺一一5－－Burnamadh

－－
4－－Z匿mTn－－7－－KhEwas－－9－－Nahr　ash・Sh盃sh岸一一一Ban－akit－－4－－Nahr　Turk－一一

ShutErkath－－3－－Ban買nkath－－2－－ash。Sh員sh－－7－－Ma‘di　l　a1－Fidda（銀出：嚢盃（1。Bai瓢茎（ank）

一一
2m．一一B2b　al。HadTd（鉄門）一一2－－Kub譲一一6－－Gharkard－－4－－Isbil盃b－－4－－Shrar冒b－－

5－－Ba面㎞kat－4－－Ta煎葡鵡一4－－Ab萌毎一一6－一河畔の宿一一5－－JUWTkaF－3－一τar譲z－－

3－一下NffshajEn－－2－－Ka§r互鉱s－－4－－K親S｝戴b－－4－－Jul　Sh蘭一一4－－K嚢1伽一一4－－BirkY

－－
4－－Asbara－－8－－N嚢zkat－－u　一一KharanjawEn－－4－－J雛玉一一7－－S琶盛gh－－4－－M．　KhE（IEn

at・Turkashi－－4－－Naw盃kat－－3－－Kub譲一一15H－一上漁sh砺諏，　　TarEz－－7－－Kuw’ikat

－－8◎日一一K掘欲王の居所

　　　ZdrniR－－2－－SEb護参一一6－－Gha麺k－－4－－Khujanda－－5－一§ffmghEr－－4－－KhajistEn－－7

－－
TurmuqEn－－3－－M．　B葱b－－4－－Farg塩且a－－10－一鍛．　Qub騒一一10－－M．　Ush－－7－－

Uzkand－－1爾一一a重一‘Aqaba（坂）一一1臼一一A重bEsh－－6日一一上NllshajEn－－3月一一M．　K塩g額

a重一Tughuzghuz，　　　　SfibEt－－7－－Usrミ1shana

（2）Marw－－7－－F翫一一6－－Mahd予ab置dh－－7－－Ya与y琶一ab再dh－－5－－al－Qa露琵ayn－－7－－Asad－

ab嚢dh－－6－一耳awz護n～－4－－QaSr　a1－Al　tnaf　b．　Qays－－5－－Marw・ar一震1曲一一5－－Araskan－－7－－

a玉一Asr？b－－6－－Ka1｝」－abEdh－－6－－a‡・TalaqEn－－5－－Kas難互b－－5－－Arghwn－－5－－Qa§r　K嬢彗一一

5－－ai－FEray駐b－－9－－al－Qa‘一一9－－ash－Shub鷲τ（轟簸一一6－－as－Sidra－－5－－Dasta　Kir（1－－4－－

al・Gh鷲r－－3－－Balkh－－5－－Siy曲うird－－7－一一Jay皐簸n（Nahr　Balkh）岸一一一at－Tirmi6h

　　　at・Ti㎜idh－－6－一一＄arma］njEn－－6－－Ddrazanjf－－7－－Baranjr－－5－－a§一§agh盃niy窪n－－6－－

B嚢無dh釜一一7－－Ha搬aw激琶亘一一8－－Ab査鍛Kasaw翫一一5－－Shて1m知一一4－一一W蚕s】瞬iτd－－4　H－－ar－

Rdst

　　　Ba1㎞一一5－－Walarf－＿5－－M．　Khulm－－6－－Bah盃r－－5－－Bakb否難嚢玉一一7－－Q夏煮d‘A瓢
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（3）Sufra　M鍛Rぎ匿一一12醸尺一一a（玉・Daskara，　M．　as－Sa1をm－－10駅一一ad・Daskara－－4駅一一

」灘a－－10駅一卵w瓢一一9駅一Na寧一abndh－－6駅一一QarmTsTn－－IO駅一一Khundid1k－－

3駅一一HamadhEA－－21駅一一Mushkffya－－11駅一一ar・Rayy－－23駅一一Q鷲戯s－－19駅一一

NaysabUr

　　ljulwgn－－9駅一一ShahrazUr，　ljulw百an－－7駅一一as・S算raw琶n，　as・Sirawfin－－4駅r－a§一

＄aymara，　HamadhEn－一一47－－Qumm，　az－Zarqfir・一一3駅一一Qumm，　Qum搬一一16駅一4sbah臨，

MndhafEn－－3駅一一NihZwand，　M．　as・Sa1勘一一25駅一一W翫s圭←－20駅一一S∬礒ai－Ahw翫一一

20駅一一A㌶勾激一一17駅一一an・Nawband痴n－一一12駅一一ShirEz－－5駅一一堪a㎞r

（4）a1・Ahw琶z－－6－－Aza搬一一5－一‘AbdiB－－6－－Ram｝｛urmuz－－6－－az・Zu雛一一8－－DihlrzEn

－－
8－－Arrajan－一一5・一一D蕊訂n－－6－－Bandak－－6－－KhRn　ljammEd－－4－－ad－Darkh葺yid－－8か

6－－an－NawbandajEn－－5－－Kaljan－－7－－ai。Kぬarf駐ra－－5・一一∫uwayn－－5－－S嬉r葛z

（4’）蹄qa1－Ahwllz－一水上’1819＞一一Dawraq，　SilTr2z－－30－－M．　Fas盗，　Fasi－－18－Daτ衰bjird，

S癒r蒼z－－20－－MJ資r，　」冠r－－7～－a1。Baya“試　an－NawbandajEn－－23－－ShTr巨z，　Shiraz－－20

－－
SEb涯r，　Sh了tEZ－4－－Zar（1百n－－8－－1鍾a㎞r

（5）Shセ匪z－－7－－ar－R撰d韮y翫一一2－－Khurrama－一一4－－a茎一Ba癒煽互n－－6－－Kahd－－6－－a圭一厚fra

－－
5－－Bi‘r‘Uφa－－8－－al・M奮k勘証重一一8－一＄ahll（一一7－－Sa藤sha〔k－－7－－Shahr　B夏bak－－8－－

Qa寧r　a鍛一Nu‘揃謝一祠4－－Q・Abffn－－4－一一a1・Ma彗翫一《4）一一Bimand～－4－－M・as－S嚢再融一一6－－

Qu擁st冨n－－6－－Qa壊婁a－－6－－Rust互q－4－－M．　Khan盆互b－－5－－a重一Ghubayrff－－5－－K血En

JOztin－－6－－Kh琶n　Khawkh－－7－－SarwistEn－一一5－－M．　DTrOz了R－－9－－Bamm－－7－－Na㎜透s版r

－－
7（4）一一a1－Fahral－－8－－a1－At｝sff’・a1－Ab互r－－9－－Ju巧一一7－－Rib互重Ba‘Tda－－9－－Isb了dh－－8

－－KirEghffn－－8－－Bi’r　al－QEqr－－6－－REshid－4－－KawnTsh毎（－8－Bardτn－－5－－J互臨一

6－－MS雛s重翫，　　　M．　Sijist亘n－－80－－M．　Har獣

（6）ShTrEz－－6－－az・Zarq珈一一2－－Qa纏aτa　a1－K嚢s勾瓠一一4－－IStakhr－－3－－Burd－－9－一宿

一一
5－－Jah－－4－－a1－Kaljar－－5－－K登rk磁n－－7－－Hllndasak－－3－－M｛hr－abffdh－－3－－

Abarkifya－－10－一雑ah司ir－－15－－Qa§r　al－Asad－－7－Qa§r　al一沁卜一5－－a1－Qa1‘a－－6－－M，

Yazd－－6－＿Anjlra－－13－－KharERa－一王2－－S盗gha！ld－－8－－R韮b査t　Muh孕mmad　b．　Yazd蚕d－－6

－－
KhEn　UshturER－－7－－a韮一琴ab互，主k－－4－－JawArfin－－4－－Tamajarh誕n－－8－－at－Tabasayn－－

4－－Q。M噂a磁搬ad　b．Khurraz琶dh－－4－－Sar㎞adh－－12－－AfrTdhun－－12－－Za司了一一4－－

a重・Turaythfth－－8－一臨ks歌一一4－－Qu．　Quhist2n－－6－－a1－Huw蚕卜一6－－Aqbars丑1－－6－－

Nays銭臆r，　　M．　Naysab恥一一8◎一一M．｝laπ琶t

（7）Shiraz－－3－－Q．　Bakk酉卜一4－－Q．　ar－R㎜磁まn－－9－－Khawrist融一一5～－Ku㎜一一4－－M．

Fas葱＿－4－－Ta】mastffn－－6－一温一Fus亀ak融一講一一Fas昏f昼dh－－8－－Da癒blird

（8）IStakhr－－7－一翠afar－－5－－a韮・Bu毎ayra（湖）一一7－－Usbi熟」互獄一一4－－Q．　a1－As－－6－一大a§一

§ゑhik～－9－－Q．al・M海一一8－－M鷲riy瓢a－－3－－Raw臨一一10－－a1－Ma車践一一3－－ar－Rawth－－2
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一一
Fa㎜蝕一41－－as－Sirajfin，　　　a1－Ma壌n－一・4－－M．　Bimand－－4－－M。　as－S致再翫一一6－一

盛Ar簸’－4－－Ast豆r－－8－－Kh漁S削㎞一一8－－Bi・akh重ah－－12－W百df　Quhandiz－－4－－

IsbTdhana－－4－－al－Ma‘din－－4－－ar－Rib群一一4－－Jiruft，　」？ruft－－20－－Bamm－－20－－

Na塗Su玉aym勧一一50－－ad－D癒⑫鍛一一一今Mukr漁・a墨一Man§Ura・as－Shindの地

（9）a圭一Fahr勾一一1◎一一a奪・丁亘bir翫一一14－－B盃su聡」蓋n－－10－－Q．　Ya与y亘b．‘Am卜一10－－Had廊τ

一一
10－－Mudr－－9－－M漉激a－－9－－Daτak　Bam亘ya－－10－－Tuj搬一一20－－Muq磯a‘a　a1－Ba圭llS－－

6－－a圭Jaba至a圭・M訓3（塩山）一一9－－an－Na㎞1－－6－－Qalam互n－4－SarEy　Khalaf－－3－－

Fan総azb登r－－20－一翠ays－－10－－Sar琶y　DErEn－－10－－a1－J＃ha－－10－－Qu§d駐r，　Qu婁dffr－－40

－－
al－J恥一一40－－AsrtishEn－－28－－Q．　Sulaym百an　b・Sumay‘一一80－－al。Man§Mra，　　、Zaranj－－

2月＿＿al－Mu互t互無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

（10）Idhaj　一一3－－JawErdEn－一一4－－Rus垣1三rd－－6－－Sahdast－－5－－Buwayn－－6－－S司aτ一一7

－－
ar－R三b盈一一7－－Klldn　al－Abr琶r－－7－－lsba紘n

（11）F琶ris－－5－－Kilm　Fayfuz－－5－－K豆rad－－4－－Taj2b－－5－－SamAram－－5－－S圭】融一一7－－

al・BU舜翫一一6－－K茎ba廷一一一一Kh互n　a三・Abr巨r－一一一IsbahAn

（12）a韮一Ya擁dぼya－－3－－Burkhuw巨卜一7－－Rib琶㌻Wazz－－5－－A亘b葱z－－6－－A¢‘蓉fa－－4－－ad・

Dfifar－－5－－B記h－－5－－Abriiz－－9－一耳aw百¢ir－－5－－a1。Maq‡a‘a－－9－－Q亘ごi§一一7－－ad－Dayr

－－7－－Dizah－－7－－ar－Rayy，　　　Q百輿一一6－－Qumm

（13）Baghd匪d－一一一a韮一MadE，in－一一一Dayr　al・‘Aq冠1－一一一Jaijarffyd－一一一Jabbul－一一一Fam　aS－

S海一一一一W蕊si婁一一一一Nahr窪bEn－一一一al－Far涯th－一一一Dayr　a1－‘Um磁一一一一a玉・・翠aw瓢ぼレー一一

a1・Qa婁卜一一一a1・B碑ガ再一一一一Nahr　Abi　l－Asad－一一一D禦a　aL‘Aw∫互L－一一Nahr　Ma‘（1銭一一一一

Fay｛婁a韮一Ba§ra

（14）Surra　Man　Ra’E－－9駅一一‘Ukbarff－－6駅一一BaghdEd－－3駅一a1・Mada’in－－8駅一

JallarEyE－－5駅一一Jabbul－－8駅一一Wttsi書

（15）a1－Ba§ra－一一一‘Abb記琶n－一一一al・・耳ad霞塩a－一一一‘Arfajff－一一一az・ZAbUqa－一一一a玉・Miqarr

－一一一‘A§琶一一一一a1－Mu‘arras－一一一khu董ayja－一一一翠as曲一一一一a圭一Qur巨（村々）一一一一Musay1導a

－一一一
耳ama¢一一一一｝｛ajar海岸一一一一a1・‘Uqayr－一一一Qa鉾f－一一一as－Sabakha－一一一‘Um互！1

（16）al・Ba§ra－－12－一‘Abb互d琶n－－2－－a韮・Khashab盃t－－70－－M．　a1－Ba麺ayn－－150－－ad－Durdu－r

－－
SO－一‘U瓢翫一一200－－ash－Shihr－－100－一‘Adan

（17）al・Basra－－50－－」．　KkErak－－80－－」．　L巨wEn－－7－－」．　Abr顧一一7－一∫．　Kkayn－－7－－J．

Kis－－18－一∫．　Ib無Kaw血一一7－－Urm｛1z－－7日一一Th琶ra－－8臼一一ad－Daybul－－2－－M血r嚢n河口

（17’）M趨f魏一一4H－一て｝tak撫一一2－－K羅h－－18－－Sind召n－－5日一一Mulay－－2日一一Ball頽

一一
2鑓一一Brabattan－1　H－－as－SinjllT・Kabas旬k蝕一一3－一一㎞d琶far記河［コー－2　H－－Kay至a漁無

・ a玉・Law盗・Ka煽＆一一1◎一一Samandar－－12－－Ura益sh鶏一一4臼一一AbTna，　　　Uta㎞一一2－－a1－

Mayd
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（17”）　Balkn－一（1日　一一Sarandlb－－10～151ヨ）一一」．　Ala難kab謎登s－－6　日一一∫．　Ka三a，　　　」．　Ka王a

－－
2H－－J．　B≡前s－－2－－」．　Jttba・Sha廼韓・Harlaj－－15日一一香料生育地，　　　塩ba－一＿－

Mtiyit

　　　M展yit－一一一」．　Tiy5ma－一一一・5　鍵一一Qimir－－3　H　－－aS－＄anf－一一陸海　100－－1．EqTn－一液｝4H

陸20礒一一Khinfif－－89－－K拡nl嚢一一20日一Q離餌

（18）Baghd琶d－－4－－as－Sayla填n－－8－－al－Anbfir－－7－－ar－Rabb－－12－一磁重一一7－－a簸・N竃wgsa

－－
7－－AIEsa－－6－－al－Fubayma－－12－－aR－Nahya－－6－－ad簿D葱ziq了一一6－－a1・Fur¢a－－6－－

WadT　as・Sibぼ一一5－－Khakj　BanT　Jumay‘一一7－－al－FEsh－－8－－Nahr　Sa‘詔一一14－－a韮一Jard鋤一一

11－－al・MubErak－－8－－ar－Raqqa

　　　ar－Ra（狙a－一一一Dawsar－一一一B琶hs－一一一Khush藪f－一一一an－Nぎ臓a－一一一Halab－一一一

QinnasrTn－一一一Shayza卜一一一Ham恩レー一一Rims

　　　ifimS－－16mr一沁s圭ya－－30瓢・一一Q亘r翫一一一12m・一一a籠一Nabk－－20m・一一a韮一Qu㌻ayyifa－－24m．

一一
D㎞as｝主q

　　　D圭mashq－－12m．一一a茎一Kuswa－－24m．一一諒sim－一一一24m．一一FTq－－6m．一一TabarTya

　　　Tabarfya－－20m．一一al・Lajj＃n－－20m．一一Qalansuma－－24m．一一af－Ramla

　　　Bayt　a1－Maqdis－－18m．一一ar・Ram韮a，　Bayt　al－Maqd圭s－－Bm．一一鍛a錘id玉br舳，

ar－Ram韮a－－8m．一一Ya鑑　　Bayt　al．Maqdis＿＿4m，＿＿「奥い湖」

　　　ar－Ramia－－12m．一一Azd｛五（レー20m．一一Ghazza－－16m．一一Rafah－－24m一一al・‘Arfsh－－i8m．

一一
a1－WarrEda－－18m．一一ath－Tha‘展ma－－20m．一一a1－‘Udhayb－－24m．一一al・Faramti－－30m．～＿

JurjT卜一一24m．一一a玉一GhECira－－18m－－Ma嚇id　Qu嘩‘a－－21m，一一B銭bays－－24m．一一al－Fu噸t

　　　al・Fust展t－－24m．一一Dh琶重as・S翼1践1－－30m．一一Tar鍛澱一一22m．一一Kawm　SharEk－－24m．

一一
ar－R豆fiqa－－30m．一一Qartasa－－24m．一一Kiryawm－－24m．一一al・lskandariya－－20m。一一

B亘m勲a－－18m・一一D埴t　a1一翠umゑm－－34！n・一一ljaniya　ar・Rum－一一30m・一一a重・T諏葺na－－24斑．

一一
Kana’圭s　a1美lad記一～30m．一一Jubb　a韮一‘Awsaj－－30m・一一S敷ka　a1一耳ammbm－－25m．一一Qa§r

ash・Shammtis－－15m．一一Khirba　a重一Qawm－－35m．一一Khar展’ib　Abτ琴al掘a－－20m。一一al－‘Aqaba

－－
20憩，一一Marj　ash－Shaykh－－3◎m．一一翠ayy‘Abd　A玉1甑一一30搬．一一小」圭y灘一一35m．一一3ubb

盛Mayda‘翫一一35m・一一W頁df　Ma㎞1－－35m・一一Jubb　￥akmbn－一一35mr－a1－MaghEr－－25m・

一一
Tak盃纏st－－25m．一一an－Nad琶ma－－6m．一一13arqa

　　　Barqa－－15m．一一Ma猿iya－－29m．一一Qa§τa玉一‘As1－－12m．一一AwbarEn－－30m．一一Su掘q－一一

24m．一一Barsamt－－20m．一一Balbad－－24m．一一Ajdfibiya－－20m．一一耳arqara－－30m．一一S＆bkha

Manh鵬施一一34m．一一QaSr　al－‘A鄭h－－34m．一一a韮・Yah買d￥yatayn－－34m．一一Qabr　a1－‘沁adF～

34磁・一一Su震一一13m3－al－Qaryatayn－－30m・一一Qu§貢r　ljassEln　b・an・Nu‘m豆n　a1－Ghass瓢1－－

40m．一一a茎一Man寧af－－24m．一一Tawargh琶一一20m。一一Raghdgh琶一一18m．一一Ward墓sE－－22m．一一

a五・Muhtan夏一一20m。一一W註di　ar・Ran｝レー24m．一一TarRbulus－－24擶．一一Sabra－－20m．一一B圭’r
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a1・Jam！n－alrn－－30搬．一一Qasぎad－Daraq－－24m．一一Ab冨rdakht－－3◎無．一一a王一Faww雷a7－30瀟。～－

Q互1）is－－13m．一一Bi，f　az・Zayt冠na－－24mr－Kata簸a－－30m．一一AITsar－一一24m・一一a韮・Qayraw壼n，

　　Ifrrq？ya－－2m鵡ala－－T瓢us，　TiuTRus－－6－－al－Andalusの陸地一一5　H－－Q瞬uba，

IfrTqfya－－1月一一Tahaτt，　丁医hart－－25欝一一T鉦imsTn，　T匿hart－－24夜一一Ffis，　as－S登s　a1．

AdnE－－20余田一一as－S∬s　a1・Aq算，　Tulay書ula－－20夜一一Qu準ba

（19）BaghdE（レー4－－al－Baradfin－－5－一‘Ukbar奄一一3－－B恥a鵬sh琶一一7－－al・QEdislya－－3－－

Surra　Man　Ra’E－－2－－a1－Karkh－－7－－JablltE－－5－－as－SUda儀互磁ya－－5－－B亘r㎞m互一一5－－as－

si㎜一一12－－a1・Uaditha－－7－－Ba藪Tamy互n－－7－－M．　a董・Mawsil

　　滋一MawSil－一一7－－Balad－－6－－Bガay擁魚冨一一6－－Barqa‘〕rd－－6－－Adhrama－－5－－Tall

Far護sha－－4－－NasibSn

　　Na鐸foi　Tn－－5－－Dfir2－－7－－KafarththE－－7－－Ra’s‘Ay薮一一5－－ai－Ja頁id－－6－一｝恥総

Mas韮ama－－7－－B毒arw置n－－3－－ar・Raqqa

（20）Na鐸bτn－－5－－Dfir霞一一7－－Kafaτ掘t㎞一一6－－Qa§r　Ba菰N翫iL－7－－Amid－－5－－

Mayy展fを盛（Pn－－7－－Aκzak

（21）Axnid－－7－－S㎞sh竃重一一5－－Ta薮Jufr－・－6－－JarnEn－－5－－B魏aqd雇一一7－－JullEb－＿4

－－
ar・Ruh霧一一一一4－－llarrMaR－－4－－Ta録Mゆf琶一一7－－B毎a∫w翫一一3－－ar－Raq（垂a

（22）Balad－－5－－Tall　A‘far－－7－－Sinjir－－5－一‘Ayn　alJib磁一一9－TSukayr　al－‘AbbEs－－5－一

譲一Fudayn－－6－－M譲（isrn－－7－－Qarqfsiy琶

（23）ar－Raq薩a－－6－一‘Ay益ar－R鷲mTya－－7－－Ta韮1　‘AbdE－－7・一一Sar両一一6－－al・MuzanTya－－7

－－
Su搬ays5婁一一6－一琿§n　Man曄r－－10－－Mala愈iy翫づ一一Ziba重ra－－4－－a圭・琴adath－－5－－

Mar‘ash－一一一‘Amq雑ar‘ash，　　　Ma匪a㌻iya－－4－－Kamakh

（24）‘Ayn　a£－Tamr－一一一al－Akhdamiya－一一一al－Kha露ya－一一一a1－Kha韮a婁一一一一Suwff－一一一a亙．

句ay鉦＿＿＿－a1－Ghurraba－一一一Bu§r琶

（25）…R・qq・マーD・w・a卜一一一D細一一一一∫圭・・M・・b導一一一一M醐一一耳・1・b－一一一一al－

Athadb－一一一‘A搬q－一一一An重一akiya－一一～a1－1五（thiqlya－一一一∫abala－一一一A婁ゴ査bulus　ash－

Sha’miya－一一一Bayr［it－一一一＄ayd匪一一一一§百r－一一一Qadas－一一一Qays豆rTya－一一一Ars冠f　ash－

Sha’miya－一一一Yafを一一一一‘Asqa溢n－一一一Ghazza

（26）ar・Raqqa－－24m．一一ar－Ru曄fa－－40】m．一一az・Zarrぼa－－36組．一一a1－Qas専aレー30m．一一

Salamlya－－24m．一一】騨殖S－－18m．一一ShamsTn－－22mr－Qa綴一一12m，一一an・Nabk－－2◎m♂－

a玉一Qu㌻ayy圭fa－－24m．一一Dimashq

（27）a1・礁ra－一一一a1・Q購璽u重触a－一一一al・Buqfa－一一一al・Abyaq－一一一al・IJEshi－一一一a1Jam‘

一一一一
a1－Kha拝一一一一al・Jubba－一一一al・Qu嬉fレー一一ar・Raw吾藪一一一一as・SE‘ida－一一一al－Buqay‘a

－一一一
滋一A‘n－ak－一一一Adhr三‘互t－一一宿一一一一王）i盈as垣

（28）耳a至ab－－7駅一一Q畑asr頚一一4駅一一An婁葱ya～－4駅一一al・lskandar￥ya－－7駅一πa韮・
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Mass蕾sa～－3駅一一Adhana－－5駅一一Tar頗s

（29）Tarsgs－－12mr－a1－‘Ullayq－－12m．一一（ar・Rahwa－一）al－Jawz匪t－－7m．一一a1－Jarda⑳b

－－
7m．一一al－Badha薮d慧n－－10mπ一M弩‘askar　a茎一Malik－－12m．一一W翫d了at－Tarf透‘一一20m。一一

M組匹一一12m．一一Nahr　Hiraqla－－8m．一一M．　a1・Libn－－15m．一一Ra’s　a1・Gh嚢ba－－16m．一一a1－

Maskanrn－－12！n，一一‘Ayn　Burghuth－－18m．一一Nahτa1－Ahs3－－18瓢。一一Q珈量ya廓外一一15m．

一一
al－IA圭am段yn－－20∬L－－Ab　fumasmfina－－12m．一一W葱dT　a1－Jawz－－12m．－JA磁m冠riy段

　　al－‘A至amayn－－15m．一一Qu．　Na§r　a1－AfritT－・－10m．一一al・B盃s鉦y豆n湖頭一一10mr－as・Sind－－

18mr－】”Sn　SinnEda－－25m。一一M鷺‘u1－－30m．一一Ghaba‘Ammgriya－－15m．一一Qu．　a茎・｝ヌaτf琶b

－－
2m．一一§夏ghaτr－－12m．一一al・‘1寿一一15組。一一Fal臨fa1・Gh琶ba－－12m．一一耳i輿a1－Yah尊d－－

18m．一一Sandabarr－－35m．一一韮）arawliyaのMa舜一一15瓢．一一理興Gha癬bu1τ一～3m．一一Ka顛’is

a1－Malik－－25m．一一at－Tu麺1－－15m；一一a韮一Akw饗r－－15m．一一Ma】rajina－－5m．一一IStabl　a玉一Malik－－

30搬．一一環鎚a1－Ghabr互’一一24m・一一海挟，　　Niqiya－－30搬・一・al－Qus重a嘩擁ya

（30）田一Ba（ihandun－一一一al－Karm－一一an－Na脚ba－一一a1・Ka難a，is－一一Wafra－一＿＿BalTsa＿＿

一一
Marj　a玉一Usquff－一一一Fal蔭9harT－一一一Q．　a1・A§nfam－一一一W駐dT　aぎ一R海一一一一Nabar蟹一一一一a睾。

§ayd－一一一‘Ayan買一一一一鍛u面yis－一一一Makh66a－一一一Q．　a1・Jawz－一一一al－Gha｛tEs￥n－一一一Q。

訓一Ba‡rrq－一一一M鋤N蓑q蕊hya－一一一Da煎s－一一一】毒§n　Bal｛Σm頽一一一一Q畦ayya－一一一一ar－

Rundh夏q－－Ab韮d登s－一一一a五一Qus‡a！珪瓶取a，　DanUs　一一一’Darawliya

（31）Lu’lu’a－一一一Wxdy　a書・Tar釦㌃一一一Hiraqla－一一一Zabarla－一一一Sid護ya－一一一B疑rghuth

－一一一
al一碑s琶’一一一一Q恥iya－一一一Q．　Da（｝a1圭y衷s－一一一Q．　al－Bu心一一一一M駐s　Q鋲mis－一一一al・

‘Ala瓢ay難一一一一Qu．　Qu重ayya－一一一llami－一一一至）aτaw薮ya－一一一璋§n‘Ar狐disT－一一Q．　Aqarsifs

－一一
BttsilXqTn・Ma1球naよ一一一幣q圭ya湖一一一一NiqumUd韮ya－一一一渡場一一一一al－lm圭ya

（32）Lu，1u’a－一一一Nahr　at－Tarfa，一一一一Khirba　F盗堪a－一一一璋鋒Qanna－一一～‘Ab　qars鷲n－一

一一
上IJayr　Qar￥na－一一一al・Hid互地方一一一一FIlaq’Q・Fdrita－一一一Ki蕪§岸一一一一Lata－一一一

‘Amm豆r圭ya

（33）Surra　Ma且Ra’盃一一7駅一一Jab丑撮一一10駅一一as－S憩鍛一一9駅一一a｝一耳aditha－－7駅一一a1－

Mawsil－－4駅一一Ba王ad－－9駅一一Adhrama－－6駅一一NasibTn－6駅一Ka飴r綴t磁一一10駅

一一
Ra’s‘Ayn－－15駅一一ar・Raqqa－－10駅一一an－Naqrra－－5駅一一Manbij－－9駅一一翠a玉ab－－

3駅一一Qinnasτ魚一一10駅一一SawwarE－－2駅一一HamEt－－4駅一一】轟m§一一4駅二二沁siya－－6駅一一

Ba‘labakk－－9駅一一Dimashq－－7駅一一Dayr　Ayy曲一一6駅一一Tabariya－－4駅一一al－Lajjgn

－－
9駅一一ar・Ram玉a－－17、駅一一a1－Jif欲一一19駅一一a1一琉画灯ya－一一a1－Fus興一一13駅一一a1・

Iskandarfya－－30駅一＿Jubb　ar－Raml

（34）Sinn　Sumayra－－5（2駅）一一ad－Mnawar－・－29駅一一Zanj　En－一　1　1駅一一a1－Maragha－－2駅

一一
al・MiyEnij－－11駅一一Ardab11－－11駅一一Warthffn

（35）ad・Dlnawar－－7－－al・Khab砺激一一6－－Tal韮W頁無一一7－－Srsar－－4－－Andareb－－5－－a1・
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Baylaq蓉n－－6－－Barza－－8－－S衰bur㎞s重一一7－－a1－Maragha－－1　1－－Dakharfa⑫難一一9－一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サTabriz－－10－－Marand－－4－－a玉一KhZR－－6－－KhuwT，　　　al・MarEgha－－10－－K登rsara－－10

－－SarM－－5－－an・Nrr－－5－－Ardab冠一一10－－MgqEn，　　　Ar（iabll－－8－－Khushsh－－6－－

Barzand－－2－－S盗da癒sb－－2－－Zaharkash－－2－－1）貸ar－Rftd－－1－－al－Badhdh，　　Barzand－一

，12－－Wanhan・　　al－Ma項gha－－6－－Janza－－5－－M鵬昏abadh－－4－－Barza－－8－－」亘brawAn

－－
4－－Nariz－－14－－UrmiyaL－一一6－－Sa玉瓢互s

（36）組・Ma魚gha－一一一Barza－一一一Srsar－一一一Sh立一一4－－a（1・Dinawar

（34）Wart漁n－－8駅一一Bardha‘a－－4駅一一Man§登ra　Ar面niya，　Bardha‘a－一重0駅一一Tifus，

Baτdha‘a－－15駅一一a玉一B蓑b　wal－Abw覆b，　Bard甑a‘a－－7駅一一babil

（37）Marand－－10－－al－W百di－－10－Nashaw百一一20－－Da協，　　Wa曲冨難一一3－－Darmdn－－

9－－al聯Baylaq盃n－－14－－Bardha‘a，　Bar（簸｝a‘a－－3◎一一a1－Badh（飯

（38）Julj　an－－J磯揮n海を8疑一一Kham埼

（39）Bagh（iad－－7－－Jisr　Kgth蚕一一5－－Qa§r］【bn｝｛ubayra－～7－－SEq　Asad－－7－－S晒f－－5

－－
a1－Kiffa

　　a1・K冠fa－－15m．一一al－Q互disTya－－6mr－a韮一‘Udhayb－一（15m．一一Wgd￥　as－Sib琶‘）20｝24m．一一

温一Mughlltha－一（14m　r－Masjid　Sa‘d）32瓢・一一al・Qar‘琶’一～（14搬・一一a㌻一Tarf）24m・－W的i§a－一

（14m．一一a1・Qubayb翫）29m．一一al－‘Aqaba－一（13搬．一一a1・∫a簿ぎ）24m．一一a1－Qぎ一一（王4m漕一al－3uraysl）

24m。一一Zub蕊1a－一（14m．一一at－TanEnfr）2im．一一ash・Shuq鐸q－一（玉4m．一一Bardin）29mr－a1－

Bi侮鍛一一（14m．一一al・MuhaHabTya）29m．一一ath－Tha‘茎a嫉ya－一（14m，一一al－Ghumays）32m．一一a1－

Khuzaymiya－一（15m．一一Ba書n　aLAgharr）24m．一一a1－Ajfu卜一（20mr－a1－Qar嚢’i無）36m．一一Fayd

－一
（17mr－a1－Qumatay漁）31m．一一丁葺z－一（B王n。一一a1・F晦ayma）20m。一一Sa頗rぎ一一（ism”－

a1・‘AbbEsiya）33拠．一一al一翠麺iτ一一（17m．一一Qaraw嬢）34m・一一Ma‘d沁蹴一Naqra

　　泌一Ma‘d麺一一46m・一一al－‘Usayla－－36m・一一Ba斡Nak組一一22mr－a宅一Taraf－－35m・一一

al・Mad撫a

（40）Makka－一一一‘Usf匿n－一一一Qudayd－一一一a1－Khar磁r－一一一一Thanlya滋。Mar，a－一一一Mujaj－一

一一
Ma弓撫一一一一Ma1jil？　Dhi　1－Gha4wayn－一一一D擁t　Kishd－一一一al－Ajra己一一一一Dh万　Samur－一

一一
A‘d互一一一一a玉一‘lthbEna－一一一al－Q麹a－一一一al－‘Arj－一一一ThanTya　al－A‘y百τ一一一一Ri’m－一一一

Qub盃

（39）a1・Madina－－6m．一一ash－Shajara－－12m．一一Malal－～19m－－as－Say奮a－－34搬．一一ar－

Ruwaytha－－36m．一一as－S慧qy蒼一一29m．一一a1－AbwaL－27m．・一一al・3ullfa－－27m．一一Qudayd－－

24m．一一‘UsfaMn－－33斑．一一Batn　Marr－－16m．一一Makka

　　Ma‘din　an－Naqra－一（16m．一一as－Sa飢）33m．一一厳ugh了tha　a玉艇馨w醗一一（14m．一一Ar王ma）24m．

一一
ar－Rabadha－一（12m．一一Sharawar5）24魚．一一Ma‘di漁Ba壇S謡aym－一（13搬。一一al・K鱗語bay簸）

26魚一一as・Salila－一（12m．一一as－Sanla）21mrwwa至一‘Umaq－一（15m．一一a1－Kurぎ）32m．一一al－Ufay‘iya
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一一
（14m．一一a至・Kibr繊a）34m．一一al・Mis玉Eti］一一（8m．一一al・Qaの18m．一一a至一Ghamfa－一（12m．一一

Aw舞s）26m．一一Dh翫‘lr璽一一（11m．一一Gha田r　Dhi　Ki簸da）22搬．一一Bus掘n　Ba煎‘A搬i卜《11搬．一一

Mush釜sh）22搬．一一Makka

（41）Malcka－一一一B至’r　9）n　a1・Murtafi‘一一一一Qam　al－MaREzヨー一一一at－Tぎif，　　　Makka－一一一

‘Arafaレー一一Batn　Na‘man－一一一5Aqaba耳r窪一一一一ノ」・坂一一一一a㌻二丁蕊f

（42）］M！al（ka－一一一一Bi’r】［bn　a1－M〔urtaff－一一一Qam　a圭・】駿an展z錘一一一一a1－Futuq－一一一＄afn－一一一

Turaba－一一一Kar註一一一一Ranya－一一一Tab盈a－一一一Blsha　Bu‘t5n－一一一一∫usad亘’一一一一Ban互t

翠arb＿一一一Yabambam－一一＿Kutna－一一一ath－Thujj　a－一一Sar鳶m　R晦一一一峨1・Mahjara－一一一

‘Ariqa－一一・一＄a‘da－一一一a1－A‘mas擁ya－一一一Khaywan－r－－Ath蔑fit－一一一Saゴ夏，

（42’）＄・・‘aL－24－Kh・y鰍司6－一§・‘d・一一一：20－一謡遡㈱・a，　S・・‘査L－42－＄・d言

（・Ju‘fT・Shanガa）一一30－－ljaeramawt，　＄an‘ぎ一一16－－Dhimgr－－8－－Nasa鉱n（・Ka畢諭）一一

20－－ll［ujr・Badr－－24－－Q．‘Adan，　San‘互’一一王6－－DhimEr－－8－一‘Alw　Ya弊ib－－8－－as－

saj｝61－－8－－ath－Thujja－－8－－al－Ja薮ad，　　San‘ぎ一一一8－－al‘Urf－－IO－－AlhAn－－14－－Jub1護n

－－ 12－－Zabfd。㎞a‘

（43）Ghamra－－49駅一一SaR‘匿l　San‘夏’一一4駅一一Dhi頗r，　D㎞激一一7駅一一‘Adan，

DhimEr－－4駅一一aL∫anad，　Sa鍛‘在㌧一7駅一一Ma’rib，　Ma’rib－－9駅一一‘Anda1

（44）Masjid　Sa‘d－一一一％r圭q－一一一al－Qala‘一一一一Salm翫一一一一Uqur－一一一al－Akh記1d－一一一

‘Ayn　Sayd－一一一‘Ayn　Ja拠a1－一一一a1－Basra

（45）a1－3a§ra－一一一a1－］veanjashEniya－一一一al一厚靱fayr－一一一ar－Ru量｝ayl－一一一ash－Shajf－一一一

al－KharjE’一一一一a1美互afar－一一一M夏Wtya－一一一Dh羅t　a互・℃sha卜一一一al－Yans嚢‘a－一一一as・Sumayna

－一一一
an－Nib葡一一一一a1－‘Awsaja－一一一a1－Qaryatayn－一一一Rgma－一一一lmmara－一一一　Tikhfa

－一一一
par汐a－一一一∫a翻a－一一一Falj　a－一一一ad。Da£ina－一一一Qu髄一一一一Marr融一一一一Wajra

－一一一
Aw舞s－一一一Dh護t‘Irq－一一一一Bust2n　Ba擁‘Amir－一一一Makka

（46）a1－Yam蒼ma－－r－al・‘lrg－一一一a1一厚ad殉a…一一as－Say与一一一一ath－Thaniya－一一一Saq了ra’

一一一一
as・Sudd－一一一Sa（Yat－一一一Shurayfa－一一一a1－Qaryatayn－一一一一一一一Makka

　　　　　　　　　　　　　じ

（47）‘Um恥一一一一Faraq－一一一‘Awka嬉箆一一一一Hab百t海岸一一一一ash・Sh鐵r－一一一Mi．　Kinda

－一一一
Mi．‘Abd　All盃h　b．Madh嫡一一一一Mi．　Laj｝j－一一一‘Ada且Abyan－一一一真珠漁場一一一一

Mi．　Ban貸Malld－一一一a1・Manjaia－一一一Mi．　ar－Rakb－一一一al－Mandab－一一一Mi．　ZabTd－一一一

Ghalaf殉a－一一一Mi・‘Akk－一一一a1一學rda－一一一Mi・￥akam－一一一‘Athr－一一一？ank翫港一一一一

Ha玉y港一一一一as－Sirrayn－一一一Aghy冨r－一一一al・KirjEb－一一一ash－Shu‘ayba－一一一宿一一一一Judda
■

一一一一
Makka

（48）KkawlAn　Dltl　Sullaym－一一一al－‘Ursh－一一一雛sha　Bu‘隻翻一一一一WEdT　pankffn－一一一￥aly－一

一一
B穐ha獅難∫a’wgn－一一一Qanawnz－一一一al一琴asaba－一一一Dawqa－一一一‘Ulyab－一一一Yaba－一

一一
宿一一一一a玉一Lith－一一一Ya圭amlam－一一一Malikan－一一一Makka
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（49）a1・Fu噸重一一一一a1－Jubb－一一一al－Buwayb－一一一tbn　Bunduqa宿一一一」虜r灘一一一一adh－

Dhanaba－一一一a1・Kursi－一一一a玉一Hafar－一一一宿一一一一Ay韮a－一一一Haqi－一一一Madyan－一一一a韮一

Aghr互’一一一一宿一一一一al－K髄ba－一一一Shaghb－一一一Ba億一一一一as・Sarllatayn－一一一al・Baylti’

一一一一
W蚕dτal－QurE－一一一ar・R晦ayba－一一一1）hu　1・Marwa－一一一a玉・Marr－一一一as－Suwayd蚕㌧一

一一D麺Khushub－一一一a1・Madina－一一一一一一一Makka

（5◎）1）imashq－一一一宿一一一一宿一一一一Dh翫t　aLMa顛z蓋一一一一Sargh－一一4ab欧一一一一a1て

Mu与datha－一一一al・Aqra‘一一一一al。Junayna－一一一a1・翠lj卜一一一Wa－df　a1・QurE－一一一ar－Ru塾ayba

－一一一 Dh冠1・Marwa－一一一a1・Marr－一一一as・SuwaydX－一一一Dhif　Khushub－一一一a1・MadTna

－一一＿一一一一・・m－－
Makka

61）ai・Basra－一一一宿一一一一Kazi　la－一一一宿一一一一宿一一一一宿一一一一al・Qar‘言’一一一一

Takhfa－一一一as－SammEin－一一一宿一一一一宿一一一一宿一一一一Jubb　at－TurRa）一一一一蒙蕎一一一一

宿一一一一　Sulayma－・一一an・Nubak－一一一al－Yam融a

（52）al・Yam藏ma－一一一a1・Kh胡一一一一Nab‘a－一一一a王一M再夏za－一一一a玉一Ma‘d短一一一一ash・Shafaq

－一一
・齪h・w←一一一al－Falaj－一一・§一§afff－一一Bi’・a韮一AbE卜一一N噛n－－al－lilimE－一一

一一
Bar蕊his－一一一Marya‘一一一一a韮一Mahjara－一一一一一一一San‘ガ

　これらを整理し，肉付けしてみる。

　先ず，東方には2つの幹線道路：Kh掘蓑s翫道（東方北道〉とa1－Basra・FEris道（菓方爾道）が

走っている。

　東方北道はBaghd面のKhu類s翻門（東北門）を発し，　an－Nahrawtin・ad－Daskara・Jal81Eを

経て，al－‘1颪qからal－Jibilに入る。耳ulw翻’Qarmls￥n（Kirrnanshah）・Qa§r　ai・Lu騨§（Kanguvar）・

Hamadhan・S囹wa・ar・Rayy，　Q琶misのal－KhuwEr　・S㎞無an・Q荘mis即ちad・D歪magh冨aを通｝），

Khur歪s5nに達する。Naysab敷・TUs・Sarakhs・Marw・Amulを通過，　Balkh河（アムダリア）を

渡1），ME　WarE’　an－NahrのBukh孫・Ka㎜了niya°Za㎜蝕゜Samarqand’Z猟nに至る。ここか

ら，一方はash・S埴sh河（シルダリア）を渡り，　Banakat・ash－ShEsh・鉄戸弓・lsb事b・Tar？z・Birk7

に，他方はKhujanda・Fargh翫a即ちAkhsTkat・Ush・Uzkandに通じる。更に上N冠sh｛頃麓で合流し、

at－Tughuzghuz可汗の町まで達する。又，両路はそれぞれ天山北路と南路に連絡し，唐の長安へ通

じていた。

　MarwからMarw－ar・rVdh・at－丁田aq互n・al－F互ray訪・ash－Shub“rqEn・Balkhに進み，一方はJayh∬n

を渡1），Mrr　VVafa’an－Nahrのat－Tirmidh・as－Sag殖niy狛・ar－Rまstへ，他方はKhulmほか上Tukh－

iristiinへ逓じる支道や，　ar・RayyからQazwin°Za且」蝕へ達する分道もある。

　東方南道はBaghd記のal－BaSra門（東南門）を出で、　a1－Mad盈’短。JarjarEyd・Jabbul・W護si1を

通り・水路によりa玉一Ba§r＃1こ進む・Wぽ鴫とal・Ba§raからはaLAhw翫へ道が通じ・S頭al・Ahw翫に
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達する。次いで搬mHurmuzを通り，F面sのArrajifn’an・NawbandajaR・ShTrEzに至る。更に進

めば，（北路：1§1akhr・］串h汰［・北路：Shahr　B2bak　］．，　KirmEnの恥mand°as・Sirajlln　｛・南路

：Jrr　u　ft　］　・Bamm・Narm－ashSr　・al－Fahrajを通t）・一方はal・Mafaza（大沙漠）を越えてSijistilR

の主都即ちZaranjへ・他方はMakrllnのFannazbur，　Qu§d瓢as－S圭盤dのAsr買sh勧・a1・Ma弩歌aへ

と達する。

　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　Khufa頭n道への連絡道も走1），　S駒a韮一Ahw批・Idhaj及びSh賀azから，　a五・Jib互1のIsbahEnを

経てar－Rayyへ・Shlf琶zから琳akhr・AbarkVya°Yazd’S亘gh頒d・｛大沙灘・K嚢his癒nの両a墾Tabas

・ a㌻一Turayshithを経て，　Nays曲血へ至る。　ZaranjからもゲKh憾s知のHarfftを通りNays論激へ通

じる。その他，Sh了r翫からFarisの分道が放射し，　FasかDarabjird，　JUr，　SaTbUrへと向かう。

　又，東方には2つの海路：‘Adan航路とal・Mnd・as・STn航路が伸び，　al・Basraから前者はal－

B　Oprayn，‘U癌n，　ash－Sh取r，‘Adanに至る。これは更に紅海［Judda，　a1－Qulzum　］及び東アフリカ｛al一

厚abasha，　az－Zanj　］へと伸びる。

後者はF葡s海岸沿いに，Kτs（Qays鳩，　KirmnnのUr面z（Hu㎜登z），Mak伽のTh醗を経て，

as・Sindのad－Daybu1に達する・更にa1－Hindの翫ak狙・SindRn（Sanl諭）・Mulay（Kglam　Ma1D

・ Ballfnから，　Sara撮施，躍ankab翫sを経て，［マレーのl　Kalaに到達する。　as－Sfnへは，　Shal－

ahi書（マラッカ海狭）を抜け・Ti頭ma臨，21＞Q㎞冨r，　a§－Sanfチャンパを経て・恥q撫（交州）

・KhanfU　（広州）などに至る。途中，　Balk－nからはSamandar・Uranskin（オリ1ソサ〉ほかへ，

Kaiaからは［スマトラの］3展沁s，ぬbaへ進むルートが分かれる。このFEris沿海路のほか，　Faris

のS殖fを基点に，℃m菰のMasqa㌻からインド洋を横切1），　K澱a組Mallに痘行するルートもあ

る。

　次に西方に移ると，幹線道路aLMaghrib道（西方道）やaレR冠磁道が通っている。

　西方道は3aghd記のash・Sha’m門（西北門）を出発，～方はal－Anb6rからa至一Fuf誰河に沿い，

H難・a旛N護w鵬a，a王・Ja颪raのa1－Fur4aを通1），他方は璃la河沿いに，‘Ukba瓶・al－QfidisTya・

Su　rra　Man　Ra’註，　a｝－Ja篇玄aのJabi1糖・as－Sinn・al－Had？tha・al－Mawsllを経由，　Balad・Adhrama・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

Na§ibin・Kafartgth’E・Ra’s‘Aynを通｝），それぞれar－Raq薩aに至る。次いで，本道の一方はB滋is

を経てash－Sha’mに入り，￥alab・Q㎏鍛as油氏｛am烈・珊m§・」鷲si頭を通過，他方はar－RuSEfa

経曲でash・Sha’mに進み，　Sala醸ya’理瑚を通る。そして鱗颪で合流し，　D㎞ash璽゜τaba∬ya

’ ar・Ra磁a・Ghazzaへと向かう。支道はar・RaqqaからMaxbijを経てash・Sha’mに至　t），

￥alab・A聡群kiyaを通って，　ai一琉dhiq町a・A輝bulus・Bayrut　・S敢・Qay面rTya・YTafa・‘Asqa＿

1翫・Ghazzaと海岸路を取る。西方道は，更にal・‘ArTsh・a1’Farama°a玉一恥s興゜Tam璽・al－lskan－

dar？yaといったMi罫を通り，Barga・Su撫q・Ajd亘biya，　Surt・Tarabu短sを経て，Ifr穐敢aのQ誌is・a1・

Qayraw翫に至る。その先，　T臨usから海を渡れぱ，　ai－AndalusのQurtubaへ，又そのまま進めば，

al－MaghribのTahart・丁皿ims島・拓sへ達する。

　この行程は，帝国爾部，特にシリアでビザンツの道路網を利用した故に，ar－Raqqa以東がfarsakh
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［サーサーン朝髄剛，以西が搬質［ビザンツ起源］表示となる。シリアでは，行政単位iqlTm

［ギリシア語のk1㎞aから］・徴税単位d3nEr　［ビザンツのdenarius金貨から〕の使用なども見ら

れる。帝国東部での行政単位τus掘q［パハラヴィー語のr雛s壊qから］・徴税単位dirham　［サーサ

ー ン朝のdrahm銀貨から］の使用などと好対照を示す。

　小アジアを進むar－Rgm　jgは，　Tarsifsからal－Badhand謝・Mu‘askar　a1・Malik即ちLu’lu’aへと

「安全の隆路」を抜け，Kiraqla［河1・⑳掘ya［廓外1・al－‘Alamaynに至る。次いで‘Ammndya

［森1・San面baだ，或いはQu書ayyaを経で，　Darawliya［牧草地1に向かい，～方はMa埼短a

・ Hisn　al・Ghab廼’・海峡に，他方はN数1圭ya湖・N垣um灘iya・a1－lmiyaに達する。又，　al－Badh＿
　　’じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22＞

a烈磁鍛からN磯蕊ya牧草地・Qutayya　・ar・Ru磁h匪q・Abi茄s・海峡へ至る横断路もある。

　北方に転じると，Adharbayl翻・Arminiya道が見られる。　Qarmisinの先でKh斑匪甑n道から

逸れ，　aLJ至b叡のad・D加awar・STsarを経て，　Adharbayj－anに入り，　Barza　’a1－Ma頑ghaに至る。

そして～方はSa雌・Ardabil・Barzand　・　WarthEnを通り，　ArmWniyaのBardha‘aへ，勉方は

Tab　r7z　’Marand・Khuwτへ進む。又，　BarzaからはUrmiya　・Sa茎瀟おへ，　MarandからはNa．

shaw蓑，　A㎜瓢yaのDabi1へと通じる。

　そして南方には，Makka道（南方道）『及び各地からの巡礼道が走っている。

　衛方道はBaghdadのal－K頂faの門（西南門）を発し，　a1・Kiffaを通過，　a韮・‘Udhaybから沙漠に

入り，ath・Tha‘墨a肪ya・Fayd・Ma‘din　an・Naqraに至る。次いで，一方はal－Madrnaを廻って，他

方はal－Ghamra・Dhat‘lrqを通り直接，　Makkaに達する。　Makkaからは，更にTabHlaを経て

盛Yamanに入り，　a1・Mahjaraでa1・Yam蓑瓢a’NajrERからの道と合流，§a‘da°Khayw勧・

San‘ぎへと進み，　DhimEr・‘Adanや，　Zab記へ達する。又，　Makkaからはa峯一TE’ifへ向かう遵も

ある。

　巡礼道には，上述のal－Kgfa路のほか，　an－Nib司・a1－Qaryata獅・Dar汐a・Dhttt‘lrqを通る

al－Ba§ra路及びai－Qaryataynで合流するa1－YamEma　ee，‘Uminからash－Sh再r°‘Adan°Za擁d’

Juddaを進む海岸路，　a1－Fus興からAyla・W面了a玉一Qura　・al・Ma（IEnaを通るMi§r路及びW記f

盛Qur蚕で合流するDi懲ash畦路などが見られる。

　更に、帝国の4方には駅逓道が伸びている。Surra　Man　Ra’ぎ・Baghd記を基点に，東北はほぼ

Khur琶s翫道と同じ道筋を取t），　KhurZsffnの繭の中心Nays訪敷まで，東南はw匿si婁からSifq

盛Ahwきzに進み，　F諏sの主都ShlrEz　・璽akh∫まで達する。又，　al－Jib盈を南北に走る。西は

Dij玉a路を取り，　ar－Raqqaから多少ずれる遊を進み，　Barqaの入m　Jubb　ar・Ramlまで達する。

途中，厚alabからash・Sha’m辺境をTarsEsへも走る。北はa玉一∫ib灘のZanjEnを通り，五dharba－

yjanからArmlniyaの中心Bardha‘aへ，更にTi飯sやa1－B訪wa　1－Abw恥（Darband）など辺境

へ通じる。南はal－Yamanの主都San‘fi’以遠，‘AdanやHadramawtの‘Andalまで伸びる。

　これはアッバース朝の勢力範霞を知る糧安となろう。そして，Tars鵬・Tif撫・al－BEbなど北方

辺境に駅逓網が及んでいることは注罠に欄する。なお，東方・西方のal－3azfraとash－Sha’m・北
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方のAdharbayjEnでは，宿駅が平均2　farsakh　・6滋1（約11．5キロ）毎に，西方のMisr　・南

方の沙漠とa1－Yamanでは，平均12　m〔護・4farsakh套曇に置かれている。

　最後に，4幹線の道筋は9世紀の他の地理書にも見られることを付け加えておく。即ち，

al・Ya‘qUbiの謬国々の書』［東方北道：BukhErffまで，東方南道：al－Ba§raまで，西方道：　Halab

から，南方道lMakkaまで，略述］，　Ibn　a1・Fa（轟hの掴々の書齪東方北道：ar・Rayyから，東方南

道：Suq　a1－Ahwllzからas－SirajEinまで，西方道Tabaf靭aからar・Ramlaまで㍉略述］，　Ibn　Rusta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）
（913年以後没）のK．al・A‘1巨q　anNaf宝sa『蓑種撮の謝［東方北道：Nays弛敢・丁日sまで，東方南

道：Shf瓶zまで，，南方道：Makkaまで詳述］，　Quddmaのガ租税と書記術の書＄［東方北道と爾方

違1全行程，東方南道：Zaranjまで，西方道：ar・Ra璽qaからがar・Rus琶fa経由の全行程，類述］

などであり，同じ道筋が記されている。f9し，東方北道ではQasr　a1－LusgsからAsad－ab記hを通
　　　　　　　　　　　　24＞　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25＞
ってHamadh翫に達しており，東方南道では途中の主要地点にずれが現れる。又、南方道でも
　　　　　　　　　　　　　26｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）
途中の夕食地点に相違が見られ，盛Mad頚a・Makkaの間に新地点が繍わるなど，それぞれ局地

的には変化が出てくる。

　イラーク・バグダードを中心に置き。4方位に分けて記述する方法は，各方位の始めにisbahbadh
　　　　　　　28）
（将軍）を挙げることからも推察されるように，サーサーン朝の4属州制を扱うパハラヴィー語の

行政地理書に倣ったものである。この記述方法は，盛Ya‘q買bτの地理書にも用いられ，「諸道と諸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29）
国の学」におけるペルシアの影響を示す1例となる。

　又，内容は4大街道を中心とする諸道の行程と各州の地名が大半を占め，文章が機械的で無味

乾燥の感を与える。7部は‘ajE’ibを扱い，趣を異にするが，付録として書かれたものである。

　しかし，その単調さにもかかわらず，この書は広く行き渡り，多数の地理家に利用された。明

白な者だけでも，嚢）n　al・Faqih，　Ib簸Rusta，　al－3a，　yhanT，　a1・Mas‘ffdE，　fOn　￥awqa1，　a1－Muqaddas「，　al－

B　frUnr，　a鐘面颪（1166年没），　YgqUt（1224年没），　Abu罫Fid琶’（1331年没）s　Iba　Kha互面n（1406年

　　　　　　　　　　　　　　　　　30）
没），al・Magr菰（1442年没）などに及ぶ。

　以上でイブン＝ホルダーズベの『諸道と諸国の書』の紹介を終るが，9世紀のイスラム世界を

中心に扱った，異彩を放つ地誌作贔であ1），アッバース朝の行政，経済を知る上でも，当時の東

西交通を研究する上でも，欠くことの出来ない文献であることは想像に難くない。
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　註　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

1）7天7地：65章12節　2大海：25章53節
2＞Ibn　a1－Fa（貞h，　K．　al・BuldEn，　ed．　M．3．　de　Goeje，　BGA，　v，　Lei　6e籠，18．85，pp．．3r4｛‘Abd　AH蒼h　bn　‘Amr　bn　al．

　　‘A§に帰せられる】・a1－Mas‘灘ゑK・Aゆb翫az－21am夏捻・Beirut・1966・P・40｛lbn‘Abδa1母akamに帰せられる｝。

3）この前後にa1－Marwazl（887年頃没）とas－Saτakhsi（899年没）も岡名の書を著したと伝えられる（lbn　an－Na－

　　dim・K・・1－Fih醜サd・Gu・tav　F1“9・1・　L・ip・ig，・1871，　P・i50，PP・261－62；・1・M…ifdr，K．・at－T・繭w・H蝋

　　e4．　M．J．　de　Goeje，　BGA，　viii，　Leiden，1894，．　p．75）。

4）R．Blachδτe　et　H．　Darmaun，　Extraits　des　Principaux　G至ographes　Arabes　d騰M◎yen　Age，　Paris，1957，　p．112

5）－tLt方を扱うal・｝｛amd勘i（945年没）のK．　Sifat　Jazirat　al－‘Arab『アラビア半島講も生まれる。

6＞K．A6ab　as－Sim百‘『聴取作法の謝K，瑛噸ab燕h婁料理術の書遷K．　a王一Lahw　wa　MalEhi　g娯楽と楽器の警悉

　　K．　ash。Sharab　il酒の謝K．　an－N競dam盃’wa　Hula語’　il酒庸の友達の書毒を物した（1bn　an層aδτ！u，　K・a1－

　　Fihrist，　P．149）。

7＞簸鼓jji　Khalifa，　K．　Kashf　az－Zu磁ガa簸A曲mぼa1－Ku趣b　waレ罫un嚢n，　ed．　G．罫懲ge1，　vo玉．　Il，　Le麺zig，1837

　　　　　　　　　　　　　　　　弓．
　　P．101

8）駐GA，　vi，　p．xx

9）QabEdhサーサーン朝19代カワード1世（在位488－53D，‘Umar　b．　a王．Khat癒b正統カリフ2代（在位634～

　　644），a1一翠鋤勇ヒジャーズ・イラーク知事（718年頃没）。

10）‘Abd　Al励b．丁互hirはホラーサーン知纂で844年没。211－12年は薦謄826－28年。

11）Mukrtinマクラーン州やインドの一部を含む。

12）フランス爾部ナルボンヌまで入る。

13）Mus蓋m　b．　Abi　Muslim　al－　Jarmlカリフa玉一Withiq隣代の人。

14＞873年没。なお，カリフal－W2thiqは茎i三位8戯一47年。

15）エジプトの征服者，692年頃没。

16＞886年以後没δなお，Ibnτ田融はエジプトのトゥールーン朝の始糧（在位868－883）。

17）無記はfarsakh　（約3・2マイル），m・はmi1（113　far　sakh）を惹味する。又ma恥a里aは約亙Eの行程である。

18）Q．はqarya（村），M．は融adiha（町〉，Qd．はqUran（村々），3．はjaz貢a（島），Mi．はrnikh1Efを指す。

王9）陸上24　farsakhとある。

20）括弧の中はal－muta　‘ashshE（夕食地）である。

21）マレー串島東摩の島Pu1Q質oman．

22）　Tars葺s　はTarsus，　Lu’lu’a　は“Lou　lon，　Kira（蓬laはKeraclea，　Q嚢捻iya　は　Iconium，　Sand嚢ba王う「　eま　Santabaris，

　　QutayyaはCotyeeum，1）arawliyaはDoryleeum，簸al奪naはMalagina，　NYq圭ya　はN圭cxa，　Ni卿瀟嚢d圭yaは

　　Nicornedia，　aHmiyaはHieria，　N蚕q醗iyaはNakuleia，　ar－Rundh言qはRyndakos，　Ab越嚢sは　Abydgs。

23）行政官向けの書だが，アダブ的要素も含まれている。いわば，r諸道と諸圏の学」と嘱々の奇事の学」の接点

　　にある作品。

24）その他，Iba鼠ustaでは，クーミス州のBadhashの次はa韮一醒∬r舞n，9afdarと読める（ed．酸．」．　de　Goeje，　BGA，

　　・ii・璃…189袖・170）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
25）Baghdadの次にKalw灘ha，　aトMad互’恥の後にSlb　BanτK漁ヨ，　jabbulの前にan－Nu‘m互nTyaが現れる（ai－Ya‘隼

　　涯b了，K・a1－Buld翻，　ed．　M．」．　de　Goeje，　BGA，　vii，　P．321；Ibn　Rusta，同p。186；Qud護ma，　K．aトKha繭wa　San‘at

　　al－Kitぎba，ed．　M．　J．　de　Goe3e，　BGA，　vi，　p．193）。・

　　又アハワースヨ・1・1のAzamからal－‘Aynを通り，　KhUbarEnを経てDlhlrzttn　｛；達する記述も見られる（lbn　Rusta，・

　　P・189；Qudama，　PP．194－95）。

26）例えば，Ibn　Rustaではal－‘Aqabaの手前の夕食地がas－Sami’，　al－Khuzaymiyllの手醜のそれがal－‘Aynとな

　　っている（pp．175－76）。

27＞　as－Say誰a～as－Suqy義閣にar－Rawh夏’とal－‘Arjが力IIわる　（al－Ya‘qRbi　p．314）。

28）東方にはそ（冑Khur蕊甑）の圭sbahbadh　B灘h涯sb勘と4人のmarzub夏n（p議8）．熊方にはKhurbarin　isbalibadh

　　（P・72）・北方にはAdharb互dhk熱isbahbadh（P．118），爾方にはNτm撮z圭sbahba6h（P．i25）が記載されてお｝），

　　KfiurbarEn　isbahbadhとAdharb灘hk翫lsbahbadhに1揚しては，ペルシア人の時代にそう呼ばれたとある。
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29）Ibn　al－FaqlhやIb籍Rustaになると，ペルシアの模倣から抜け出し，アラビア・メッカ中心，地方別記述をと

　　る。10糧紀の地理学者達は更に1歩進めて，イスラム圏の地方だけに記述を限定する。

30）ai・M・・‘・d「：繭書及びK・・t－T・nbコ・・w・1－1・h煎讐告と改言」の乱’・踊薦・K．　・1・」；th5・　。1－B互q。iya

　　‘・姻蔓面・・1－K励・『過eeの嚇の書・他・・1－ld・r・T・K・・N・・h・・al－Mu・晦釘lkht蜘・玉一醜q儲鱗

　　破鯉者の楽しみの書・・Y互qa亡・KM・3am・1－B・1dEn嘱々のいろは、，・，・Ab・・1・Fid夏・・K．鞠w王m謡一3。ICtdn

　　悔々の調藪ムib・Kh・1d戯・K・・1－‘1腰険例の翻，・1－M・q・T・f：K．・1－M・wi・量、　w、里一王・ti罐fmi嫌。1－

　　K熱itat　wa　1－A£h翫噸薪土也と古跡の陳述における警告と考慮の書諜，他の者は全て前掲書による。

補）獅蝦徳u羅五dhbihが明示している情報源は上述した，‘aja”ib関係のlbn　al－Kalbr，　al－3aft＃z，　a1－Jarm竃S箆距m，

　　M頭a鐙mad　b．　M亘sEなどの他・租税関係のa1－Fa“互b・瓢arw翫（847年・863年税務庁長宮，665年没）（P．21

　　　玲bah蕊nとQumm，　pp．42－43　a1－Ahw翫，　p．48　F翫童s）や税務庁（p．144　aレYaman）などもある。

107


